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１． はじめに 
わが国の高速電力線搬送通信（Power Line 

Communication、以下、PLC）は屋内での

使用が解禁されているが、普及は進んでいな

い。医療現場におけるその大きな要因として、

医療機器への影響に言及した厚生労働省通

知の存在がある[1]。 
一方で医療現場への無線通信の導入が進

んでいる。IEEE 802.11n 等の高速な無線

LAN が規格化され、機器が安価に購入可能

になったことに加え、診療情報の電子化が進

んだことが要因と考えられる。ベッドサイド

で最新情報の参照と入力を行うために無線

LAN を導入する病院は増えており、規模が

大きいほどその傾向があると考える。 
無線通信の導入は一般家庭にも及んでお

り、インターネットサービスプロバイダ(ISP)
も光回線の宅内部分を無線 LAN とした商品

を売り込みつつある。タブレット端末など、

原則的に有線 LAN を使用できない端末の普

及も無線導入を後押ししている。 
ここでは、今後医療現場で起こると考えら

れる問題点と、解決策としての PLC 選択に

向けた条件について考える。 
 
２． 今後の無線 LAN 環境と PLC 
病院情報システムのサーバと端末を結ぶ

ネットワークについて考えると、現時点では、

通信速度の観点では有線 LAN を活用する方

が有利である。これは無線通信では電磁ノイ

ズによる通信速度低下がみられ、また通信帯

域を確保する手段が確立されていないこと

などが要因である。 
電磁ノイズ面を考えた時、医療機関内には

無線 LAN と同じ周波数帯（2.4GHz 帯）の

電磁ノイズ発生源として、電子レンジやマイ

クロ波治療器が存在する[2]。また外部からの

侵入波としての無線 LAN 電波の存在も今後

増えていくことは容易に想像できる[3]。特に

外来侵入波は制御できないため、今後は問題

が深刻化することが懸念される。従って、例

えば住宅地やビル内に立地する診療所など

小規模な医療機関では、安定かつ確実な通信

手段として有線 LAN に優位性があると考え

る。 
有線 LAN には使用周波数の制限やローミ

ングに起因する問題、電波傍受による情報漏

洩の恐れは無い。既存建物に有線 LAN を追

加的に敷設することはそれほど難しくない

が、ケーブルの引き回しや新たな電源の設置

などの工事が必要となる。特にケーブルは引

き回し方によっては医療安全（労働安全）上

の問題が生じる事もある。こういった観点で

は、PLC は既存電源配線を活用するため設置

は簡単である。 
我々は、PLC は無線 LAN 環境を敷設する

ことが難しい診療所のような小規模な医療

機関での使用に適していると考えている。

HD-PLC 規格の場合、理論上の最高通信速度

は 190Mbps であり、実質的に同じフロアの

同一回路内であれば 50Mbps 程度は確保さ

れる。これは診療情報を送受信するには十分

な速度と言える。一方で、距離が延びる場合

や電源回路が複数系統に分かれている場合

は PLC の設置には工夫が必要である。従っ

て複数フロアを持つような中規模以上の医

療機関では、PLC は区域を限定した利用とす

る方がよいと考える。 
 

３． PLC 普及に向けて明らかにすべきこ

と 
PLC の普及を図る上では、上に述べた注意

点を明らかにする必要がある。さらに、特に

医療現場に普及させ使用を推進するために

は、安全であることが必要不可欠である。特

に厚生労働省が言及した医療機器への電磁
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的な影響について明確にすることが求めら

れる。 
既に示した通り[4]、PLC の使用によって

考えるべき医療機器への影響としては、次の

2 点がある。 
・ 医療機器使用環境における電源品質への

影響 
・ 放射電磁界による医療機器への影響 

 既に我々は、高速電力線通信推進協議会

(PLC-J)のご協力を得て、この取り組みを始

めている。来年度中を目標に、種々の医療機

器に対する影響の調査を行いたいと考えて

いる。 
 

４． 今後の目標 
我々の目標は、PLC を自由に使えるように

することではない。これまでの調査により、

電源へのノイズの重畳や医療機器への影響

が判っている[5]。 
我々の最終的目標は、PLC を安全に使用で

きる条件を明確にし、それを取りまとめて提

示することである。 
 
５． まとめ 
本稿では PLC を医療現場で使用可能とす

べき理由と、使用可能とするための取り組み

について紹介した。無線通信の普及が進むに

つれ、複数個所から発せられる信号が干渉す

ることも考えなければならない事態は既に

生じている。 
PLC は診療情報を安定的かつコストをで

きるだけかけずに流通させる情報インフラ

ということができる。我々は PLC を安心し

て活用できる手立てを発表すべく、調査を続

け、定期的に情報を提供する予定であると共

に、手引書的な物を発行することを検討して

いる。 
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